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2022 年２月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 当社は、2021年７月２日に発表いたしました 2022年２月期（2021年 3月 1日～2022年２月 28日）の

業績予想を、下記の通り修正することとなりましたので、お知らせいたします。 

 
記 

 
１.2022年２月期通期業績予想値の修正（2021年３月 1日～2022年２月 28日） 

 

 

２.修正の理由 

 2021 年７月２日発表の 2022年２月期の業績予想につきましては、発表後も新型コロナウイルス感染拡

大が継続し、緊急事態宣言等の発出もあり、前回業績予想発表時点の状況から大きく変化しております。 

このことから、第３四半期累計期間の業績を勘案のうえ、現在入手可能な情報や予測等に基づき業績

予想を修正することといたしました。 
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 売上高については、営業時間・酒類の提供の短縮要請が解除され消費活動も緩やかな回復傾向にあり

ますが、新たな変異株「オミクロン株」の感染拡大もあり、夜間の客数はコロナ以前に戻ってはおりま

せん。また、人手不足によるパート・アルバイト社員の確保が十分でないため、多くの店舗についてコ

ロナ前の営業時間に戻すことができない状況が続いております。 

 これらの影響が期末以降も続くと想定して 2022年２月期の売上高は、前期と比べ 25億 63百万円減少

の 270億円となり、損益面につきましては、経費の削減に注力をいたしておりますが、食材購入単価等

の上昇もあり営業損失は 31億円となる見込みです。一方で、2021年 1月以降の時短営業協力金等 57億

円を営業外収益として計上する見込みであり、経常利益は 27億円となる見込みです。 

 また、営業不振店舗の閉店等による減損損失の計上により、当期純利益は 17億 50百万円を見込んで

おります。 

  

※ 上記業績予想数値につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて

作成しており、実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。 

以上 


